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要
　　　
旨
　
現在定着している『山海経』は、従来山経または五蔵山経
と呼ばれる五篇と、海経と呼ばれる十三篇である。本稿では、内容と体裁によって『山海経』全体を区別して考える方向を探り、 『山海経』を五蔵山経五篇・海外／海内経合計八篇・大荒経 「海内経」合計五篇という形で区切り、その内、特に海外経と大荒経の関係を問題 する。大荒経の成立時期が海外経より遅いという仮説 唱えた上、海外経と大荒経に見る同じ対象を語る説話を取り上げ、その差異について検討を行う。
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おわりに
はじめに
　
中国最古の地理誌とされる『山海経』は、古代中国人の伝説的地
理認識を示し、地理・動物・植物・鉱物・歴史・民族及び民俗などの記録を含め、数多の神々・怪異に関する説話を収録している。そのため怪・力・乱・神を語る志怪物という位置づけもされている。一般的に戦国時代から秦漢にかけて成立したと考えられ、伝承によると帝禹の治水を手伝った伯益が手掛けたものだが、実際は多数の著者の手によるもので、通行本は前漢の劉歆（秀）らが、当時伝わっていたものに校訂を加え十八篇にまとめ、晋の郭璞 注を加えたものであ 。 『山海経』の篇目は現在十八篇で伝わっているが、『漢書』では十三篇として、 『晋書』 、 『隋書』や『新唐書』では二十三篇とする
）1
（
。この問題は既に伊藤清司氏が指摘するように、篇目に
変動があるとしても、内容が異なった別種の『山海経』が存在したとは殆ど考えられない
）2
（
。
　
さて、この『山海経』十八篇だが、全体の凡そ三分の二を占め、
従来山経または五蔵山経と呼ばれる「南山経」 ・ 「西山経」 ・ 「北山経」 ・ 「東山経」 ・ 「中山経」の五篇と、残り 三分 一を占める海経と呼ばれる海外経四篇・海内 四篇・大荒経四篇と「海内経」一篇の合計十三篇という構成で現在定着 いる。便宜上本稿では鉤括
査読付論文
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弧の有無で海内経四篇と最後の「海内経」一篇を区別する。簡単に各経の内容を列挙すると左の通りである。
・五蔵山経五篇
―
各地域の山岳間の距離、山名、そこに生存する動植物、産出する鉱物 それらが持つ医薬的効能・災禍の予兆等。
・海外経四篇
―
古代中国の周辺に位置する異形な民が住む海外諸国の記述及び伝承等。
・海内経四篇
―
古代中国の辺境に関する記述、崑崙山に関する記述等。
・大荒経四篇・ 「海内経」
―
伝説上の帝王に関わる伝承・系譜等。
　
このように内容は多岐にわたる『山海経』だが、成書時期や作者
については、いまだに定説はない。 『山海経』の成書時期を含む諸問題ついて近現代の各研究者は様々な見解を提示しているが
）（
（
、現在
諸説が一致するのは、この書は多数の人が携わり、同時代に同じ人の手で成立したもので ないということである。 『山海経』の性質解明に必要な考慮を伊藤氏は以下のように述べている。
　
五蔵山経、海外・海内・大荒各四経並びに海内経の各篇はそ
の体裁が異なり、当初から一冊の書として編述されたものではなく、それぞれの出現に時代差があり、時代を異にするいく度かの加減を経て編述されたことが推想される。しかも、各篇が現行本 形に編録された時代とその篇の著述された時代とは、必マ
しマ
も同一とは限らない可能性も考慮する必要がある。従っ
て、 『山海経』が一時代、一人の作品でないばかりでなく、各篇は異なる時代の、異なる社会的背景をもち、場合によって
は、異なる思想系列に属する人々によって著録され、あるいは編成された可能性を考慮すべきであろう。　『山海経』の成立がもし、このような経緯をもつと仮定されるならば、 『山海経』の特質の解明は各篇相互の比較の視点を保ちつつも、まず 各篇ごとの性格の研究を進め、そ 上に立ってはじめて全体の性格を把握することが必要となるであろう
）4
（
。
　
本稿は、このような観点を踏まえ、内容と体裁によって『山海
経』全体を区別して考える方向を探り、 『山海経』を五蔵山経五篇・海外／海内経合計八篇・大荒経と「海内経」合計五篇という形で区切り、その内、特に海外経と の関係を問題としてみたい。諸資料のテクストは主に『続修四庫全書』所収のものを参照する。標点は引用者により 書名・引用文などの字体は適宜改める。中国語言説の引用は拙訳にて示し、必要に応じて原文を注に挙げる。また〔
　
〕内は筆者による補足を示す。
一
　
海外経・海内経
　
まずは海外経・海内経について確認を行う。
　
海外経・海内経の内容は古代中国の辺境または周辺に関する記述
が主であり、海外諸国に生存する異形の民や珍奇な動植物等の記述及び伝承を収めている。体裁は次に示すように一定 型に従っ いる。
・全体の書き出し：地之所載六合之間……（海外南経）・各経の冒頭：海外自西南陬至東南陬者。 （海外南経）
　　　　　　　　　
海外自西南陬至西北陬者。 （海外西経）
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海外自東北陬至西北陬者。 （海外北経）
　　
海外自東南陬至東北陬者。 （海外東経）
　　 　　　　　
海内東南陬以西者。 （海内南経）
　　 　
海内西南陬以北者。 （海内西経）
　　 　
海内西北陬以東者。 （海内北経）
　　 　
海内東北陬以南者。 （海内東経）
・
 各経の展開：
 ○○在其△△／○○有○○……〔○は名称、△は方向〕
・各経の末尾：南方祝融、獣身人面、乗両龍。 （海外南経）
　　　　　　　　　
西方蓐収、左耳有蛇、乗両龍。 （ 外西経）
　　
 北方禺彊、人面鳥身、珥両青蛇、踐両青蛇。（海外北経）
　　　　　
東方句芒、鳥身人面 乗両龍。 （ 外 経）
　　
 匈奴、開題之國、列 之國竝在西北。 （海内南経）
　　　　　
開明南有樹、鳥六首……（海内西経）
　　
大人之市在海中。 （海内北経）
　　 　　　
 漳水出山陽東、東注渤海、入章武南。 （海内東経）
　
海外経四篇は、冒頭が同様の型に従っていて、末尾が方向神の記
述を行っている。各説話の展開も体裁は不統一だが、大体は何かについてその位置す 方向を説明し、その後 その何かに関する記述や関連する伝承が続いている。海内経四篇については、冒頭部分は海外経と同じ型に従ってはいるが、末尾は表現の違 が目立つ。だが「 内東経」の「岷三江」以後の部分だけ 、地理的要素の高い
河川の源やその流向に関する記述が「海内東経」の過半を占めている。この点に関しては、畢沅や袁珂氏によると、 『水経』の文が入り乱れている可能性がある
）5
（
。この説に従うと「海内東経」の末尾は
「會稽山在大楚南」という部分になり、他の海内経と完全に体裁が一致するわけではないが、比較的単純な異境に関する記述であるという点で、海内経四篇 末尾部分を同一視することはできる。ただし、畢沅や袁氏が指摘した「海内東経」の部分は現行本 収録されているため、元々は『水経』 文である可能性は否定できないが、まだ検討の余地が残されている。　
体裁以外にも、海外経・海内経が同系列であることを示している
点が二つ挙げられる。第一は、海外 四篇も 経四篇も、南→西→北→東という配列をとっている点であ これ 対 、大荒経の配列は東→南→西→北と 形をとっ ただ伊藤氏が指摘するように記述の展開に統一性がないという見方もあ
る
）6
（
。それで
も、この海外経・海内経各篇の配列と大荒経各篇の配列に明らかな違いが存在していることを、海外経・海内経 大荒経を区別して扱う根拠と考え ことも可能だろう。　
第二は、海外経・海内経のそれぞれ四篇目の末尾の後に建平元年
〔紀元前六年〕の跋文がある点である。郝懿行注によると、この跋文に校訂を行った劉歆・丁望・王襲の名が確認できる
）7
（
。つまり海外
経四篇と海内経四篇が整った時代は同じく建平元年 あり、校訂に携わった人物は同じく前述の三人である。 れ 根拠に海外経・海内経をあるまとまりとして捉えることも可能だろう。　
以上海外経・海内経について確認を行ったが、大荒経・ 「海内経」
の場合は如何なるものなのか。
二
　
大荒経・ 「海内経」
　
大荒経と「海内経」には伝説上の帝王に関わる伝承・系譜等の記
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述が含まれ、海外経・海内経よりも地理的要素が薄く、登場人物に関する神話的要素が強い。各経の冒頭部分を左に示す。
東海之外（大荒東経）南海之外（大荒南経）西北海之外（大荒西経）東北海之外（大荒北経）東海之内（海内経）
　
体裁上、冒頭部分は各経とも同じ型に従っている。次は末尾を確
認してみよう。
　
東海の中に流波山があり、深さは七千里である。山の上には
獣がいて、牛の様な形をして、体が青くて角はなく、足は一本で、水に出入りすると必ず風雨が起こり、その眼差しは日月の様で、声は雷のようであり、名は夔という。黄帝はこの獣を得て、その皮で太鼓を作り、雷獣の骨で叩いた。太鼓の音 五百里も響き、天下を威圧した。 （大荒東経）
）8
（
　
南類の山がある。そこに遺玉、青馬、三騅、視肉、甘華があ
る。百榖の所在である。 （大荒南経）
）（
（
　
大巫山がある。金の山がある。西南大荒の中隅 、偏句の山
と常羊の山がある。 （大荒西経）
）（（
（
　
西北海の外、赤水の北に章尾 神がいて、人 顔と
蛇の体をして赤く、眼差しは真っ直ぐ端座している。目 閉じると〔世の中は〕暗闇になり、目を開くと〔世の中は〕明るく
なる。食べず寝ず休まず、風雨は〔彼に〕謁見する。燭九陰である。燭龍と呼ぶ。 （大荒北経）
）（（
（
　
洪水が甚だ大きく、鯀は帝の息壤を盗み、洪水を塞ごうと
し、帝の命を待たなかった。帝は祝融に命じ鯀を羽郊で殺した。鯀はまた〔腹から〕禹を生んだ。帝は禹に命じて土を布置して九州を定め 。 （海内経）
）（２
（
　「大荒西経」の末尾は本来「按ずるに夏后開は即ち帝啓であり、漢の景帝の諱を避けて言ったのであろう」
）（（
（
という文だが、これは誰
かが書き足した按語が地の文に入り込んだと思われるので、その前の部分までを「大荒西経」の本来の末尾と推測した上で検討を行う。　
末尾部分の体裁は全く統一性を持たないと言える。 「大荒南経」
と「大荒西経」は比較的単純である地理的要素を備えた説話で終わっているが、山経などに見られる距離等の記載が一切ない。これに対して、 「大荒北経」は神 紹介する説話で終わり、 「大荒東経」と「海内経」では物語性が強い説話で終わっている。こ ように、大荒経・ 「海内経」の五篇は、冒頭は似てい ものの末尾はそうはなく、比較すれば 海外経・海内経の八篇ほどには体裁上同一形式に従ってはいないと見なせ 。内容面を考えても、大荒経・ 「海内経」は、帝王の系譜を語るもの 多い 、その内容には統一性がない。帝俊の例を挙げる。
　
大荒の中に山があり名を合虚と言い、月日の出る所である。
中容の国があり、帝俊は中容を生んだ。中容の人は獣と木の実を食べ、四鳥、豹、虎、熊、羆を使う
）（（
（
。
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司幽の国がある。帝俊は晏龍を生み、晏龍は司幽を生んだ。
司幽は思士と思女を生んだが、思士は娶らず、思女は嫁がなかった。黍と獣を食べ、四鳥を使う
）（（
（
。
　
白民の国がある。帝俊は帝鴻を生み、帝鴻は白民を生んだ。
白民の苗字は銷であり、黍 、虎、豹、熊、羆を使う
）（（
（
。
　
黒歯の国がある。帝俊は黒歯を生み、 〔黒歯の〕苗字は姜で
あり、黍を食べ、四鳥を使う
）（（
（
。
　
大荒経・ 「海内経」では、帝俊以外にも黄帝・炎帝・帝舜・帝
嚳・顓頊等を祖とする系譜が記述されている。しかし、例に挙げた帝俊説話を含めて、これらの系譜には統一性がない。この点について大野圭介氏はこのように述べている。
　
大荒海内経の系譜は、後の『大戴礼』や『史記』に見られる
古帝王の系譜のように、すっきりと一本につながるものではなく、帝俊・黄帝・顓頊・禹などの帝王を頂点とする短い系譜が乱立している。秦から漢に至る統一帝国の成立によって、その祖先の系譜も一本にまとめられる必要が生じ、五帝 始まる系譜が成立したが、大荒海内経 系譜は明らかにこうした整理を経る前のものであり より原始的な形を保っているといえる
）（（
（
。
　
各篇の冒頭にはある程度の統一性があるものの、末尾には統一性
がない形で、伝承・帝王の系譜が乱雑に羅列され、神話的世界が描かれていることが、大荒経・ 「海内経」五篇の特徴であると見なすことができるだろう。また中には海外経と内容が通じる説話が多く
存在する。続いては海外経と大荒経の同じ対象を語る説話について考察を行う。
三
　
検
　　　
討
　
これまで、海外経と大荒経の関係については、大荒経は海外経の
釈文であるという意見と、海外経が大荒経の釈文であるという意見が並存してい
）（（
（
。前者の場合は海外経が大荒経に先行すると考える
ことになり、後者の場合はその逆である。本稿は、海外経が先に存在し、大荒経が後に成立したと仮定したい。　
そのように仮定する理由は、松田稔氏が指摘するように、海外経
と大荒経にはそれぞれ絵画的要素があるとして、海外経が大きな絵地図の内容を文章化したものと見られるのに対 、大荒経の基づいた絵画は単独的な絵である可能性が高く、海外経 大荒経は別系統で成立したが、時期的には大荒経の方 遅いという見解も存在すること ある
）２（
（
。
　
もうひとつの理由は、海外・海内経の最後のみに劉歆らの跋文が
あることである。このことから、いささか表面的かもしれないが、少なくとも劉歆らが『山海経』の校訂を行っ 頃には、まだ大荒経は存在しなかった 考えられるからである。以下、海外経が先に存在し、大荒経が後に成立し という仮定の下で 海外 と大荒経に見る同じ対象を語 説話に見られる差異について検討してみたい。幾つか例を挙げる。
　
不死国の民はその東にいる。その人達は色が黒く、長寿で死
なない。一説は穿匈国の東にある。 （海外南経）
）２（
（
　
不死の国があり、民の苗字は阿であり、甘木を食べる。 （大
荒南経）
）２２
（
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羿は鑿齒と壽華の野で戦い、羿は〔鑿齒を〕崑崙虚東で射殺
した。羿は弓と矢を持ち、鑿齒は盾を持った。一説は矛〔を持った〕 。 （海外南経）
）２（
（
　
鑿齒という人がいて、羿が殺した。 （大荒南経）
）２（
（
　
狄山、帝堯は陽に埋葬され、帝嚳は陰に埋葬された。ここに
は熊、羆、文虎、
、豹、離朱、視肉がある。ああ、文王は全
てその場所に葬った。一説は湯山という。一説はここには熊、羆、文虎、
、豹、離朱、
久、視肉、虖交がある。 （海外南
経）
）２（
（　
帝堯、帝嚳、帝舜は岳山に埋葬された。ここには文貝、離
兪、
久、鷹、延維、視肉、熊、羆、虎、豹がある。朱木は枝
が赤く 花が青く、實が黒い。申山の者がいる。 （大荒南経）
）２（
（
　
女丑の尸が生まれ、十日は〔女丑の尸を〕焼き殺した。丈夫
の北にいる。右手でその顔を隠す。十日が上に居て、女丑は山の上に居る。 （海外西経）
）２（
（
　
青い服を着て袖で顔を隠す人がいる。名を女丑の尸と言う。
（大荒西経）
）２（
（
　
巫咸の北に女子国がある。二人 女 いて、水に囲まれてい
る。一説は同じ門の中にいる。 （海外西経）
）２（
（
　
女子の国がある。 （大荒西経）
）（（
（
　
軒轅の国はこの山が尽きる場所にあり、そこの長生きしない
人は八百歳である。女子国の北に居て、人の顔と蛇の体をして、尻尾を首の上に巻く。 （海外西経）
）（（
（
　
軒轅の国がある。江山の南に住むのを吉とし、長生きしない
ものは八百歳である。 （大荒西経）
）（２
（
　
共工の臣は相柳氏と言う。頭が九個あり九 で食べ 。相柳
に触られて掘られたところは沼地となる。禹は相柳を殺したが、その血は生臭く、五穀の種を植えることはできなかった。禹は〔相柳 が染めた地を〕三仞掘ったが三回挫いた。そこで衆帝の台とした。 〔衆帝の台は 崑崙の北、柔利の東にある。相柳という者は、頭が九個あり人 顔 して、蛇 体 青色である。北に向けて射ることを恐 、共工の台を畏敬する。台はその東にある。台は四角で、隅に蛇が一匹い 〔その蛇の色は〕虎の色で、頭を南方に向けている。 （海外 経）
）（（
（
　
共工の臣は名を相繇と言う。頭が九個あり蛇の体をして回転
し、九土で食べ 相繇が吐き出して止ま と沼地とな 相繇の気は酷烈 、百獣はそこで棲めなかった。禹 相繇を洪水に押し込み殺した。その血 生臭く、 〔相繇の血に染めた地 〕穀物が植えられない。その地は〔大量 相繇 血 よって〕淵となり、居られない。禹は土で三仞埋めたが三回挫い 、こを池にした。そこで衆帝はここに台を建てた 〔台 〕崑崙北にある。岳の山があり 大竹が生え （大荒北経）
）（（
（
　
夸父は太陽と競争して、太陽に追いついた。口が乾いて水を
飲みたくなり、黄河と渭水を飲み尽くした なお足らず、北
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大きな沢で水を飲もうとしたが、到着せぬ先に道で渇いて死んでしまった。その杖を棄てると、杖は化して鄧林となった。（海外北経）
）（（
（
　
大荒の中に山があり、名を成都載天と言う。人がいて、両耳
に黄蛇を着け両手は黄蛇を握っていて、名を夸父と言う。后土は信を生み、信は夸父を生んだ。夸父は自らの力を量らず、太陽を追おうとし 隅谷に於いてとらわれた。黄河を って飲んだが足りず、大きな沢に走ろうとしたが、至らずここで死んだ。応竜は蚩尤 殺してしまうと、さらに夸父をも殺し、やがて南方に去って住んだので 南方 は雨が多い （大荒北経）
）（（
（
　
北方の禺彊は人の顔と鳥の体をして、両耳に青蛇を着け、両
足には青蛇を踏まえている。 （海外北経）
）（（
（
　
禺号の子は 海 島の中で穀を食べる。神がいて、人の顔と
鳥の体をして、両耳に青蛇を着け、両足には赤 踏 えている。名は禺彊という。 （大荒北経）
）（（
（
　
朝陽の谷の神は天呉と言い、水伯である。
北兩水の間に
居る。彼が獸になると人の顔をする頭が八つあり 足と尻尾が八本ずつあり、皆青黄色である。 （海外東経）
）（（
（
　
神人がいる、人の顔をする頭が八つあり、虎の体 尻尾は十
本あり、名を天呉と言う。 （大荒東経）
）（（
（
　
青丘の国はその北にある。そこ 狐は足四本に尻尾が九本あ
る。一説は朝陽の北にある。 （海外東経）
）（（
（
　
青丘の国がある。狐がいる、尻尾が九本ある。 （大荒東経）
）（２
（
　
下に湯谷がある。湯谷の上には扶桑があり、十個の太陽が入
浴した場所であり、黑齒の北にある。水の中に大きな木がある。九個の太陽は下の枝にいて、一個の太陽は上の枝にいる。（海外東経）
）（（
（
　
大荒の中に山があり、孽搖
羝という。その上には扶木があ
り、柱のように三百里聳えていて、その葉は芥のようである。温源谷という谷がある。湯谷の上には扶木があり、一個の太陽が帰ると、一個の太陽がやっと出ていき、全て烏に載せられている。 （大荒東経）
）（（
（
　
紙幅の都合上全例を示してはいないが、差し当たり海外経と大荒
経の内容が重なる説話を挙げた。このように、同じ対象を語る説話でも海外経と大荒経の には表現・内容の違いが見える。　
まず、大荒経の方が、内容も字数も海外経より少ないものが多
い。この点については、海外経が先に存在し、大荒経が後に成立したと仮定する限り、大荒経が の内容を取捨し、多く簡略化したということになる。確かに海外 説話 見る「一説は……」の部分は、大荒経にはまったく見えない。一般的 釈文・注釈 原文より冗長になると思われるが この場合は大荒経が元の を整理しようとする傾向が強かったということ なるだろう。例に示した不死の国、羿、女丑の尸、女子 国、軒轅の国 天呉、青丘の国を語る説話に全てこの傾向が確認でき 。　
その意味で興味深いのは、禹が共工の臣相柳〔相繇とも〕を仕留
める説話である。内容は「海外北経」 「大荒北経」 もに似たようなもので、禹が相柳を殺し、そ 血に染めたところを後に衆帝が
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台とした内容である。 「海外北経」の説話では「禹は三仞掘ったが三回挫いた。そこ 衆帝の台とした。 〔衆帝の台 〕崑崙の北、柔利の東にある」 （禹厥之、三仞三沮、乃以爲衆帝之臺。在昆侖之北、柔利之東）と読む。一方 単独に「大荒北経」の説話を読むと、衆帝が台を建て 後の文が「崑崙の北に岳の山があり、大竹が生える」 （羣帝是因以爲臺。在昆侖之北、有岳之山、尋竹生焉）とも読める。無論、切り方によって無理やり「そこで衆帝はここに台を建てた。 〔台は〕崑崙の北にある 岳の山があり、 竹が生える」とも読める。 「海外北経」の説話がないと理解しにくい書き方になっている。ただ内容の簡略化という意味では、海外経 説話は、 「 〔衆帝の台は〕崑崙の北、柔利の東にある」という部分の後ろに、改めて相柳の説明が述べられている に対 て、大荒経の説話では相柳の説明を繰り返していない。相柳説話 関し は、内容は海外経の説話を先に確認しないと理解し難いようになってはいが、大荒経のほうが文は整理され ように見える。　
一方、大荒経の方が内容も字数も海外経より多い場合はどうだろ
うか。例に示している説話では、夸父、禺彊、十個 太陽を語る説話がこの特徴 当てはま 。夸父説話の場合、 「海外 は夸父の太陽と競走する話と夸父 杖が鄧林に変化す 内容だが、 「大荒北経」の場合はこれらの内容以外に、蚩尤 仕留め 応竜 夸父を殺し、その応竜のせいで南方は雨が多いという内容が見られ 既に旧稿で論じたが、夸父も蚩尤 同じく炎帝陣営の存在として対黄帝闘争に参加したと推測される
）（（
（
。大荒経が後に成立したと仮定する
限り、元々「海外北経」に見るシンプルだった夸父説話をベースにこの内容が増やされたということにな だろう。そう考える場合、夸父が対黄 加わっ 伝承は「海外北経」が成立した時期にはまだ定着せず 「大荒北経」が成立した時期 は定着したということになるだろう。
　
海神禺彊を語る説話も大荒経の方が海外経より詳しく見える。海
外経では方向神として語られた禺彊だが、大荒経の場合、禺彊の父に当たる禺号の名を挙げ、禺彊の系譜に関する説明が増えた以外、両足 踏まえる蛇 色も変っている。禺彊の別名や、両足に踏まえた蛇の色が変わる原因は、帝俊説話が黄帝説話に移行するのに伴って、元々帝俊系統に属する禺彊が、後には 系統 飲み込まれた可能性が考えられる。この点に関しては 既に旧稿で論じたのでここでは省く
）（（
（
、禺彊を黄帝系統の一部とする伝承も「海外北経」が
成立した時期にはまだ定着せず、 「大荒北経」が成立し 時期 は定着したことになるだろう。　
十個の太陽を語る説話も「海外東経」と「大荒東経」の成立時期
の間に新たな伝承が定着し、大荒経のほうにその新たな伝承が増えたように捉えられるだろう。具体的に言うと、 「海外東経」では十個の太陽が湯谷の扶桑にいるという内容であり、それら 居場所を記述している。一方、 「大荒東経」では「十」の数字は表れないが、太陽が順番に出掛けるのと、烏 載せられている描写が増えている。海外経に見 十個の太陽 説話はまだ烏との結びつきは存在せず、現れる表現は「十日」 みである。十個の太陽と烏を関連付けるのは『淮南子』や『離騒』などに初めて現れる。こ も夸父説話や禺彊説話と同じく、太陽と烏の伝承も「海外東経」の成立後、「大荒東経」の成立までに定着したということになるだろう。　
最後に、内容と字数の変動だけでは関係性がはっきりしない
の場合はどうだろう。例では帝堯・帝嚳が埋葬され 狄山と岳山の説話がこれに含まれる。海外経と大荒 ずれも両帝王の埋葬する山の産物などを語っている。その産物は重なる部分があれば、全く違う物もある。また海外経の場合は周の文王も同じ場所 埋葬されるとして、別説も示している。大荒経の場合は 文王に関する記述は無く、別説も他の大荒経と同じく示していない。こ 場合は直
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接海外経と大荒経を関係付けるのは難しく、松田氏が指摘した別系統の絵画的要素が海外経と大荒経のそれぞれに反映されているのかも知れない。　
以上、海外経と大荒経の前後関係を仮定した上で、大荒経の説話
を以下の三種類に分別してみた。即ち海外 内容を整理して簡略化したもの・新しい伝承の定着に伴い、海外経より が増えたもの・海外経と 関係性が薄く、内容の差異が目立つも 。大荒経が海外経より遅れて成立したと仮定する限り、この三つの特徴が経の性格を構成していると思われる 大荒経 この特徴の背景には、述作に関与した人の立場が反映しているのかもしれない。ここまで ある仮定に基づい 、どのよう 読めるかという程度の問題であって、海外経と大荒経の前後関係を論証する意図は持っていない。どう読めるかについてある程度 見方 示 としても完全に説明がつかない部分が残っているこ は否めない。本稿での検討結果を今後の課題に繋げていきた 。
おわりに
　
以上『山海経』海外経と大荒経の関係について検討を行った。海
外経・海内経の内容は主に古代中国の辺境または周辺に関す 記述であり、海外諸国に生存する異形の民や 珍奇な動植物等の記述及び伝承を収めていて、体裁は一定の型に従ってい 。一方、大荒経・ 「海内経」の五篇は海外経・海内経 八篇ほど強い体裁の一致性を備えていない上、内容も帝王の系譜を語るものが多いが、海外経と同じ対象の伝承を語る説話が多数 在する。このように ・海内 大荒経・ 「海内 」の全体を確認した上、成立時期 関しては、全体の体裁が同じ型に従っているか否かと、劉歆ら 跋文を一つの根拠として捉え、大荒経の成立時期 より遅いという仮説を唱えた。この仮定の下で、海外経と大荒経の同じ対象を語る
説話に見られる差異について検討を行った。　
その結果、大荒経の説話を、海外経を整理したもの・新たに定着
した伝承等を書き加えたもの・海外経との関係性が薄く、内容の差異が目立つものの三種類に分類した。ただし、両者の関係を決定するような補助資料が得られていない現在、ま 推測の段階に過ぎない。 『山海経』の性格 複雑性を念頭 置くと、より綿密な考察が必要だろう。
＊イン
　
セイセイ
　　
文学研究科中国言語文化専攻博士課程後期課程
二〇一七年一〇月四日
　
査読審査終了
註
（１）
　
拙稿「 『山海経』に見る王者の戦い
―
蚩尤像を中心に
―
」 、 『大
学院研究年報（文学研究科篇） 』第四十六号、中央大学、二〇一七年二月を参照されたい。
（２）
　
伊藤清司「 『山海経』研究上の一課題」 、 『史学』五十五、三田史学
会、一九八五年を参照。
（３）
　
一部を例に挙げる。
・顧頡剛氏は、五蔵山経は春秋・戦国の交、周・秦の間の地域で作
られ、山岳祭祀に関った巫祝が作ったものであると考えた。 （ 「五蔵山経試探」 、 『史学論叢』一四、一九二五年）
・小川琢治氏は、山経 漢以前の洛陽で成立し、海外経・海内経は
漢以後の成立、大荒経と「海内経」は郭璞が付け加えたと判断した。 （ 『支那歴史地理研究』 、弘文堂書房、一九二八年）
・陸侃如氏は、五蔵山経には鉄の産出に言及する条が多く 鉄は戦
国時期初めて普及したものであることから、これを戦国時期の成立と考え、海外経・海内経は『淮南子』を模したもので前漢の作であり、大荒経と「海内経」は劉歆以後郭璞までの間に附加されたものと考えた。 （ 山海 考証」 『中国文学季刊』創刊号 中国公学大学部、一九二九年）
・呉晗氏は、黄帝・炎帝を始めとする神々の系譜と事跡を整理した
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上、これらの系譜の多くは女性が中心に描かれているので、母系社会であったと当時考えられていた西周時期に『山海経』 成立時代を設定した。 （ 「山海経中的古代故事及其系統」 、 『史学年報』第三期、燕京大学、一九三一年）
・蒙文通氏は、 『山海経』の各篇で中央の観念に差があることを根拠
に、 『山海経』は巴蜀地域或いは巴蜀文化の影響下にあった地域で成立したもので、大荒経が最も古くて西周前期のものであり、海内経は西周中期以前 五蔵山経と海外経 春秋・戦国期 成立であると判断 。 （ 「略論『山海経』的写作時代及其産生地域」 、 中華文史論叢』一、一九六二年）
・袁珂氏は、大荒経・ 「海内経」は神話的雰囲気が最も濃厚であるこ
とから一番古くて戦国初期から中期、 が戦国中期以後、海内経が漢初としている。 （ 「 経』写作的時地及篇目考」 、 『中華文史論叢』復刊一号、一九七八年）
・大野圭介氏は、海内経四篇に現れる戦国時期に実在する地名を考
察し、海内南経の南 諸蕃、海 西・北・東経の趙・斉・燕の名、海内南経の蒼桐山 南・西経の氐国の部分は紀元前四世紀後半 斉の稷下学士の知識によって成立。海内西・北経の昆侖とその周辺国、海内北経の蓬莱山とその周辺の部分は紀元前四世紀後半から紀元前三世紀前半 神仙家の伝えた宇宙山伝説をもとに成立。海内東経後半 河川 記事の部分は漢以後に補足と う過程を経て成立したと考えている。 （ 「 『山海経』海内四経の成立」『富山大学人文学部紀要』二十八、一九九八年）
一方、海外四経は、 「某在某○（其○） 、其爲人（物・獣・鳥）
△△」という一定の書式で書かれる部分は戦国末期以前の楚国で成立した可能性が高いとした。 （ 「 『山 経』海外四経原始」 、 『富山大学人文学部紀要』三十三、二○○○年）
・伊藤清司氏は、 『山海経』に登場する怪異・神々等について考察を
行った。「山川の神々（一） ：『山海経』の研究」 、 『史学』四十一（四） 、一九六九年。「山川の神々（二） ：『山海経』の研究」 、 『史学』四十 （一） 、一
九六九年。「山川の神々（三） ：『山海経』の研究」 、 『史学』四十二（二） 、一九六九年。
・松田稔氏は、統計によって数値化する手法を用いて『山海経』の
内容の考察を行い、関連する他書との比較研究を行った。『山海経の基礎的研究』 、笠間書院、一九九五年。『山海経の比較的研究』 、笠間書院、二〇〇六年。
（４）
　
前掲
 伊藤清司「 『山海経』研究上の一課題」十一頁。
（５）
　
畢沅『山海経新校正』 、新興書局 一九六二年および袁珂『山海
経』 、台湾古籍出版有限会社、一九九七年を参照。
（６）
　
前掲
　
伊藤清司「 『山海経』研究上の一課題」 、八頁。
　
原文／海内四経では南 の東南陬より西へ向かって記述が開始さ
れ、ついで西経は西南陬より北へ、北経は西北陬より東へ、そして東経は東北陬より南へと時計の針回りの順序で進められている。これに対し、海外四経も 経から西経への配列をとりなが も、西南陬より始めて東南陬、ついで 西北陬、ついで東北陬より説き起して西北の陬へ、最後に東南陬より東 陬という順序で記述が進められており、統一性を欠 ている。
（７）
　『山海経』 「海外東経」 、 『続修四庫全書』第一二六四冊、上海古籍出版社、一九九五年三月第一版、二一〇頁。 「海内 経」 、 『続修四庫全書』同冊、二二五頁。　原文／建平元年四月丙戌、待詔太常屬臣望校治、侍中光祿勳臣襲、
侍中奉車都尉光祿大夫臣秀領主省。 （懿行按 建平元年漢乙卯年也。望蓋丁望、襲王襲、秀劉歆也。 ）
（８）
　『山海経』 「大荒東経」 、前掲『続修四庫全書』第一二六四冊、二二八頁。　原文／東海中有流波山、入海七千里。其上有獸、狀如牛、蒼身而
無角、一足、出入水則必風雨、其 如日月、其聲如雷、其名曰夔。黄帝得之、以其皮爲鼓、橛以雷獸之骨、聲聞五百里、以威天下。
（９）
　『山海経』 「大荒南経」 、前掲『続修四庫全書』第一二六四冊、二三二頁。　原文／有南類之山。爰有遺玉、青馬、三騅、視肉、甘華。百榖所
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在。
（
10）　『山海経』 「大荒西経」 、前掲『続修四庫全書』第一二六四冊、二三七頁。　原文／有大巫山。有金之山。西南大荒之中隅、有偏句、常羊之山。
（
11）　『山海経』 「大荒北経」 、前掲『続修四庫全書』第一二六四冊、 四一頁。　原文／西北海之外、赤水之北、有章尾山。有神、人面蛇身而赤、
直目正乘。其瞑乃晦、其視乃明、不食不寢不息、風雨是謁。是燭九陰。是謂燭龍。
（
12）　『山海経』 「海内経」 、前掲『続修四庫全書』第一二六四冊、二四六頁。　原文／洪水滔天、鯀竊帝之息壤、以堙洪水、不待帝命。帝令祝融
殺鯀于羽郊。鯀復生禹。帝乃令禹卒布土以定九州。
（
1（）　
注（
10）に同じ。
　
原文／按夏后開卽啓、避漢景帝諱云。
（
14）　『山海経』 「大荒東経」 、前掲『続修四庫全書』第一二六 冊、二二六頁。　原文／大荒之中有山名曰合虚、日月所出。有中容之国 帝俊生中
容。中容人食獸、木實、使四鳥、豹、虎、熊、羆
（
15）　『山海経』 「大荒東 」 、前掲『続修四庫全書』第一二六四冊、二二七頁。　原文／有司幽之国。帝俊生晏龍、晏龍生司幽。司幽生思士不妻、
思女不夫。食黍食獸、是使四鳥。
（
16）　
注（
15）に同じ。
　
原文／有白民之国。帝俊生帝鴻、帝鴻生白民。白民銷姓 黍食、
使四鳥、虎、豹、熊、羆。
（
17）　
注（
15）に同じ。
　
原文／有黒歯之国。帝俊生黒歯、姜姓、黍食、使四鳥。
（
18）　
大野圭介氏による研究は、 「朴斎主頁」
http://w
w
w
.hm
t.u-toyam
a.
ac.jp/chubun/ohno　
を参照。
（
1（）　
畢沅は、大荒経四篇は海外経を解釈し、 「海内経」一篇は海内経を
解釈すると見なした。 （前掲
 畢沅『山海経新校正』 ）
一方、袁氏は、海外経四篇は大荒経の釈文であり、海内経四篇は
「海内経」の釈文であると逆の説を唱えた。 （前掲
 袁珂「 『山海経』
写作的時地及篇目考」 ）
（
20）　
前掲
 松田稔『山海経の基礎的研究』 、 『山海経の比較的研究』を参
照。
松田氏によると、海外経と大荒経は両者共に絵画的叙述を含むが、
海外経が大きな絵地図の内容を順に文章化したものと見られるのに対して、大荒経の基づいた絵画は単独の一つ一つの神格や動物などの絵であった可能性が高い。また海外経の基づいた絵画の中には、五蔵山経の中では山神に吸収されてしまった古い水神が描かれていて、その が書として成立した後に、海外経の文章化が行われたと判断し、古い絵地図よりも単独の図を後の物と見て、大荒経の内容が新しい要素を含むこ として、 『山海経』各篇を山経・海外経・大荒経の順で成立したと見ることができるとし 。
（
21）　『山海経』 「海外南経」 、前掲『続修四庫全書』第一二六四冊、二〇〇頁。　原文／不死民在其東、其爲人黑色、壽不死。一曰在穿匈國東。

（
22）　『山海経』 「大荒南経」 、前掲『続修四庫全書』第一二六四冊、 三〇頁。　原文／有不死之國、阿姓、甘木是食。
（
2（）　
注（
21）に同じ。
　
原文／羿與鑿齒戰于壽華之野。羿射殺之在昆侖虛東。羿持弓矢、
鑿齒持盾。一曰矛。
（
24）　『山海経』 「大荒南経」 、前掲 続修四庫全書』第一二六四冊、二三一頁。　原文／有人曰鑿齒、羿殺之。
（
25）　『山海経』 「海外南経」 、前掲 続修四庫全書』第一二六四冊、 〇一頁。　原文／狄山、帝堯葬于陽、帝嚳葬于陰。爰有熊、羆、文虎、
、
豹、離朱、視肉。吁咽、文王皆葬其所。一曰湯山。一曰爰有熊、羆、文虎、
、豹、離朱、
久、視肉、虖交。
（
26）　
注（
24）に同じ。
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原文／帝堯、帝嚳、帝舜葬于岳山。爰有文貝、離兪、
久、鷹、
延維、視肉、熊、羆、虎、豹。朱木赤枝、青華、玄實。有申山者。
（
27）　『山海経』 「海外西経」 、前掲『続修四庫全書』第一二六四冊、二〇三頁。　原文／女丑之尸生、而十日炙殺之。在丈夫北。以右手鄣其面。十
日居上、女丑居山之上。
（
28）　『山海経』 「大荒西 」 、前掲『続修四庫全書』第一二六四冊、二三四頁。　原文／有人衣青、以袂蔽面、名曰女丑之尸。
（
2（）　
注（
27）に同じ。
　
原文／有女子國在巫咸北。兩 子居、水周之。一曰居一門中。 （海
外西経）
（
（0）　
注（
28）に同じ。
　
原文／有女子之國。
（
（1）　
注（
27）に同じ。
　
原文／軒轅之國在此窮山之際、其不壽者八百歳。在女子國北 人
面蛇身、尾交首上。
（
（2）　
注（
28）に同じ。
　
原文／有軒轅之國。江山之南棲爲吉、不壽者乃八百歳
（
（（）　『山海経』 「海外北経」 、前掲『続修四庫全書』第一二六四冊、二〇五頁。　原文／共工之臣曰相柳氏。九首以食于九山。相柳之所抵厥爲澤谿
禹殺相柳、其血腥、不可以樹五穀種。禹厥之、三仞三沮、乃以爲眾帝之臺。在昆侖之北、柔利之東。相柳者、九首人面、蛇身而青。不敢北射、畏共工之臺 臺在其東。臺四方、隅有一蛇、虎色、首衝南方。
（
（4）　『山海経』 「大荒北経」 、前掲『続修四庫全書』第一二六四冊、二三九頁。　原文／共工臣名曰相繇。九首蛇身自環、食于九土。其所
歍
所尼即
爲源澤。不辛乃苦、百獸莫能處。禹堙洪水殺相繇。其血腥臭、不可生穀。其地多水、不可居也。禹湮之三仞三沮、乃以爲池。羣帝是因以爲臺。在昆侖之北 有岳之山、尋竹生焉。
（
（5）　
注（
（（）に同じ。
　
原文／夸父與日逐走、入日。渇、欲得飲、飲于河渭。河渭不足、
北飲大澤。未至、道渇而死。棄其杖、化爲鄧林。
（
（6）　
注（
（4）に同じ。
　
原文／大荒之中有山、名曰成都載天。有人、珥兩黄蛇、把兩黄蛇、
名曰夸父。后土生信、信生夸父。夸父不量力、欲追日景逮之於隅谷。捋飲河而不足也。將走大澤、未至、死于此 應龍已殺蚩尤、又殺夸父、乃去南方處之、故南方多雨。
（
（7）　『山海経』 「海外北経」 、前掲『続修四庫全書』第一二六四冊、二〇七頁。　原文／北方禺彊、人面鳥身、珥両青蛇、踐両青蛇。
（
（8）　
注（
（4）に同じ。
　
原文／禺號子食穀北海之渚中、有神 人面鳥身 珥 、踐両
赤蛇、名曰禺彊。
（
（（）　『山海経』 「海外東経」 、前掲『続修四庫全書』第一二六四冊、二〇八頁。
　
原文／朝陽之谷神曰天呉、是爲水伯。在𧈫𧈫北兩水間。其爲獸也、八
首人面、八足八尾、皆青黄。
（
40）　『山海経』 「大荒東 」 、前掲『続修四庫全書』第一二六四冊 二二七頁。　原文／有神人、八首人面、虎身十尾、名曰天呉。
（
41）　
注（
（（）に同じ。
　
原文／青丘國在其北。其狐四 九 。一曰在朝陽北。
（
42）　
注（
40）に同じ。
　
原文／有青丘之國。有狐、九尾。
（
4（）　『山海経』 「海外東経」 、前掲『続修四庫全書』第一二六四冊、二〇九頁。　原文／下有湯谷。湯谷上有扶桑、十日所浴、在黑齒北。居水中、
有大木。九日居下枝、一日居上枝。
（
44）　『山海経』 「大荒東 」 、前掲『続修四庫全書』第一二六四冊、二二八頁。　原文／大荒之中有山曰孽搖
羝。上有扶木、柱三百里、其葉如芥。
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有谷曰温源谷。湯谷上有扶木、一日方至、一日方出、皆載于烏。
（
45）　
注（１）に同じ。
（
46）　
拙稿「 『山海経』に見る帝俊説話
―
黄帝説話との比較を中心に
―
」 、 『人文研紀要』第八十八号、中央大学人文科学研究所、二〇
一七年九月を参照されたい。
